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ろ
解
繹
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城

康

四

郎

源
清

の

一
念
難
知

に
關
し

て
、
知
禮

は

「
指
要
鉛

」
「
十
義
書

」
に

於

い

て

論
じ
、

叉
、
可
度
が

「
詳
解
」

の
中
で
之
を
紹
介
し
て
ゐ
る
が
、
特

に
知
禮

は

(
1
)

「
指
要
鋤
」

に
於

い
て
詳
細
な
批
評
を
試
み
て
ゐ
る
。

そ

の
趣
旨

は
要
す
る
に

「
十
不
二
門
」

の
中

の

「
絡
在

一
念
」

の

一
念
解
繹

の
問
題

に
關

は

つ
て
ゐ
る

が
、
知
禮
は
自
己

の

「
事
中

の

一
念
」

の
立
場
か
ら
源
清

の
そ
れ
を

「
理
中
の

一
念
」
と
な
し
、

そ

の
誤
ま
れ
る
こ
と
を

二
段
に
分
類
し

て
指
摘
す
る
。

第

一

は

「
違
レ
文
」
(
妙
玄
、

華
嚴
、

止
観
大
意
、

金
剛
錬
.)
第

二
は

「
違
義
」
・で
あ

る
。
第

一
の
中

の

「
妙
玄
」
に
就

い
て
云

へ
ば
、

其
虚

に

は

心

を

因
、

佛
を

果
、
衆
生
を

一
往
通
二因

果
輔

二
往
局
因

と
な
し
て
ゐ

る

の

に
、
源
清

は
心
を

眞
性
と
な
し
、

且

つ
自
ら
読
を
立
て
、
心
非
二因

果

一と
述

べ
て
ゐ
る
か
ら
、
之

は
明
か
に

「妙

玄
」

の
文
と
相
違
す

る
、
叉
源
清

が
心

の
因
を
読

く
場

合
に
は

能
造
諸
法
に
約

し
て
云
ふ
が
、
之

は
佛
果
と
照
合
し
て
因
果
相
封

し
な

い
。
次

の
華
嚴
に
就

い
て
は

此
庭

に
鯛

れ
ぬ
と
し

て
、
其

の
次

の

「
止
レ
襯
大
意

」
及

び

「
金
剛
錦
」

に
從

つ
て
源
清

が
心

法
を
專
ら
理
心
、
眞
心

と
し

て
の
み
把

え

る

こ
と

の
誤
ま
り
を
指
摘
す
る
。

第

二
の

「
違
義

」
に
於

い
て
、
源
清

の
如
く

唯
、

眞

心
の
み
を
立

て
る
な
ら
ば
、

初
心

の
入
路

を
杜
絶

し
、
偏
指
清
浮
眞
如

之
責
、

縁
噺
理
九
之
機
を
冤

れ
な

い
、
故
に
近
要

の
門
た
る
根
塵

一
刹

那
心
を

立
て
、
之
を
襯
ず
る

こ
と
に
依

つ
て
本
具
三
千
印
塞
假
中

の
妙
境
を
解
す

べ
き

で
あ
る
、
と

云
ふ
。

右
は
源
清

の

一
念
に
野
す
る
知
禮

の
解
繹

で
あ
り
具

つ
批
評
で
あ

る
が
、
之

に
就

い
て
考

察
を
試
み
よ
う
。

第

一
に

「
妙
玄
」
の
三
法
に
甥
す

る
因

果

の
配

當

で
あ
る
が
、
之

は
確

か
に

「
妙
玄
」
に
明
示
さ
れ
て
を
り
、

此

の
読
を
探
る

限
り
、

源
清

の
心
非
二
因
果

一
の
見
解
は
之

と
相
違
す
る
。

然
し
智

顎

の
心
法
襯

は
決
し
て
之

に
の
み
止
ま
る

の
で
は
な
く
、

一
暦
自
由
な
具

つ
廣

大
な
覗
野
を

抱
懐
し
て
ゐ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。

知
禮
が
源
清
批
到

の
論
族
と
な
す

「妙

玄
」

に
就

い
て
さ

へ
も
、

右

の
論
擦
と
は
全
く
反
封

の
、
從

つ
て
,源
清

の
如
き

心
非

(
2
)

二
因
果

あ

見
解

が
明
瞭
に
示
さ
れ

て
ゐ
る
箇
所
も
存
す
る
。
次

に
源
清
が
能
造

諸
法
に
約
し
て
心

の
因
を
読
く

と
云
ふ
が
、

之
は
確

か

に
彼

自
身

「約

二
能
造

諸
法

一到
爲
レ
因
也
」
と
述

べ
て
ゐ
る
。

然
し
此

の
言
は
、

恐
ら
く
彼

自
身
は
心

非
二
因
果

一
の
説
を
探
る

の
は

「
妙
玄
」
に
心
法
定
在
レ
因
と

い
ふ
句

が

あ

る

か

ら
、

華
嚴

の
心
造

の
読
を
以
て
解
羅

し
た
も

の
で
あ
ら
う
。

從

つ
て
源
清

の
見

解

と
ル
て
は
心
を
能
造
と
考

へ
る
立
場
は
圭
要
な
も

の
で
は
あ
る
ま

い
。
次
に

「
大
意
」
「
金
剛
錬
」

に
從

つ
て
源
清

の
理
心
、
眞

心
を
批
評

す

る

が
、

そ

の

字
句

の
解
繹

は
別

と
し

て
、
第

二
の

「
違
レ義

」

の
批
評

に
關
係
し

て

く

る
か

ら
此
の
問
題

を
考

へ
て
み
よ
う
。

知
禮
は
源
清

の

一
念
を
眞
心
と
解
し
、

そ
れ

は
妄
心
に
甥
す

る
如
く
考

へ
て
、

そ

の
解
繹

に
基
づ

い
て
源
清
を
批
到
す
る
。

知
禮

の
見
解
が
事

理
を
分
到
し
、

事
中

の

一
念
、
印

ち
陰
識
心
を
近
要

の
門
と

し
て
之
を
襯
ず
る

こ
と
に
依

つ
て
理
具

の
妙
境

を
明
か
に
す
る
と

い
ふ
こ
と

で

源
清

の

一
念
璽

知
に
關
す

る
解
繹
 
(
玉

城
)
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源
清

の

一
念

霧
知
に
關
す

る
解
繹
 
(
玉

城
)

あ
る
か
ら
、

此

の
立
場

に
立

つ
限
り
、

源
清

に
封
す
る
知
禮

の
批
評
は
許
容

さ

る
べ
き

で
あ
ら
う
。

何
故
な
ら
ば
、

知
禮

の
如
く
事
造

と
理
具
と

の
概

念
を
匿

別
す
る
場
合
に
、
源
清

の

一
念
は
ど
う
し
て
も

理
に
屡
す
る
と
考

へ
ざ

る
を
得

な
い
か
ら
で
あ

る
。
然
し
又
、
縦
び

知
禮

の
見
解
か
ら
眺
め
な
く
と
も
、

源
清

の

一
念
に
就

い
て
の
言
表

の
中
に
は
確

か
に
事

に
甥
す
る
理

の
解
を
な

さ
し
む

る
如
き
語
句

が
理
は
れ

て
ゐ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。

何
れ
に
し
て
も
知
禮

の
批
評

は

一
面
に
於

い
て
源
清

の
弱
黙
を
露

呈
し
て
ゐ
る
と
云

へ
る
で
あ

ら
う
。

 
然
し
、

源
清

の

一
念
に
樹
す
る
知
禮

の
解
繹
は
決
し
て
源
清

の
全
膿

で
な

い

許
り

で
な
く
、
寧
ろ
彼

の
圭
意
は
其
虚

に
は
な
く
て
、

私

の
理
解

を
先

廻
り
し

て
云

へ
ば
、
認
識
-

存
在
的
(
存

在
-
認
識
的
な

一
念
が
、

源
清
の
場

合
に
は

存
在
を
認
識

に
籠
め
て

一
念
難
知

と
し
て
表
は
さ
れ
る
黙
に

彼

の
意
圖

が
存
す

る
と
考

へ
ら
れ
る
。

源
清
は

「
示
珠
指
」
に
於

い
て
三
段
を
分
ち
、

8
不
二
唯

心
實
相
、
(二)
迷
悟
法
界
縁
起
、

国
問
答
決
疑
と
な
し
て
ゐ
る
が
、
第

一
の
不
二

と
い
ふ
は

「
十
不

二
門

」
の
そ
れ
で
あ
り
、

唯
心
實

相
と
云
ふ
が
、
認
識
圭
謄

と
存
在
圭
膿
と
を
同
時

に
包
撮

し
て

一
實
相
と
な
し
た
も

の
で
あ

る
と
考

へ
ら

れ
る
。

此
の

こ

と

は
、
彼

が
、
「
夫
十
法
界
者
、

全
剛
二

念
、

非
レ
謂

二前
後
相

生
輔
非
レ
謂
三
色
含

二
内
外

一
、一
々
諸
法
當
膿
眞
如
、

量
是
能

知

所

知
、

知
性
即

睦
、

法
界
唯
心
、

一
切
法
趣
レ
香
、
乃
至
相
性
謄
力
作
因

縁
果
報
本
末
究
寛

(
3
)

等
、
皆

即
法
界
、

一
々
法
界
、

法
副
二

念
眞
如
妙
腱
、

叉
此

一
念
燈
常
虚
寂

」

と
蓮

べ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
印

ち
、

十
法
界
と

い
ふ
は
存

在
圭
禮

の

一
切

の
在
り
方
で
あ
り
、

一
々
諸
法
當
農
眞
如
と
云
ふ
は

一
々
の
存

在
の
究
童

態
と
し
て
の
眞
如
を

示
し
、

知
性
即
禮
と
云

ふ
は
其

の
存

在

の
究
寛
態

が
同
時

に
認
識

の
究
寛
態

で
あ
る

こ
と
を
表
は
し
て
ゐ
る
。

そ
し
て

一
々
の
法
界

が
即

ち

一
念
眞
如
妙
謄

で
あ
り
、

此

の

一
念

の
礎
が
常
に
虚
寂

で

あ

る

と

云

は

れ

る
。
源
清
は
、
此

の
檬
な
存
在

の
側
と
認
識

の
側

と

の
同
時
的
究
寛
態
を

一
念

に
依

つ
て
把

へ
て
を
り
、

そ
れ
は
存
在
主
膿
的
に
は

一
念
眞
如
妙
膿
と

云
は
れ

る
し
、

認
識

主
膿
的

に
は

一
念
濡
浮
難
知
等
と
表
は
さ
れ
る
。

そ
し

て
彼
は
實

相
の
事
態
を
表
明
す
る
天
台
傳
統
の
具
の
立
場
を
決
し
て
等
閑
に
し
て
は
ゐ
な

(
4
)
い
。
智
顎
以
來
の
一
念
具
三
千
の
趣
旨
は
源
清
猫
自
の
立
場
に
於
い
て
明
示
さ

れ
、
そ
れ
は
唯
心
無
相
具
、

一
念
本
具
、

一
念
知
性
具
と
云
は
れ
る
。

一
念
本

具

の
本
は
無
佳
.本
で
あ
り
、

無
住
本
は

一
念
常
盧
寂
燈
と
云
は
れ
る

か
ら
、

一

念
本
具
は

一
念
膿
具

と
も

云
ひ
得
る

で
あ
ら
う
。

從

つ
て
具

に
就

い
て
も
亦
、

右

の
存
在
究
寛
的
側

面
と
認
識
究
寛
的
側
面
と
が

一
念

の
把
捉

に
於

い
て
句
撮

さ
れ

て
ゐ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

然
し
此

の
檬
な
源
清

の
立
場
は
、

同
じ
く

一

念

三
千

の
義
を
強
調
す

る
智
頻

の
場
合
と
は
明
か
に
相
違
し
て
ゐ
る

こ
と
が
観

取
さ
れ
る
。
智
顎

に
於

い
て
は
、

心
性
、

心
相

の
如

き
心
に
關
す
る
襯
念
的
匿

別
を
未
だ
設
定
せ
ざ

る
、
唯
端
的
な
一富
今
刹
那

の

一
念
心
を
當
相
全
是
と
し
て

窮
蓋
す
る

こ
と
が
、

そ
の
圭
要
な
趣
旨

で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
が
、
源
清

の

一

念

は
當
今
刹
那

の
そ
れ
に
は
相
違
あ
る
ま

い
が
、

端
的
に
之

に
向

ふ
の
で
は
な

く
、

一
念
盧
寂
禮
、
或

は

一
念
知
性
、

言
ひ
換

へ
れ
ば
存

在
圭
農
或
は
認
識
圭

膿

の
當
今
刹
那

の
事
態

に
於

い
て
ゞ
は
な
く
、

そ

の
究
寛
態
に
於

い
て
之
を
把

へ
よ
う
と
す
る
。

そ
し
て
此
の
黙

か
ら

一
念
本
具
、

性
本
具

等

と
言

表

さ

れ

る
。

そ
れ
故
に
源
清

の

一
念
三
千
は
、

智
顎
よ
り
は
寧
ろ
湛

然

の
理
具
或
は
燈

具

の
思
想
に
近
づ

い
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

湛
然
も
源
清
も
心

の
究
寛
態

に
於

い
て
具
を
論
じ
て
ゐ
る
黙
は
共
通
的

で
あ
る
と
云

ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
。

(
5
)

湛
撚

は

「
大
意
」
に
於

い
て
唯
心
を
徹
底
し

て
理
具
を
表
明
し
て
を
り
、

「
金

剛
鋒
」

で
は
唯
心
と
謄
具

を
論
じ

て
爾
者
は
自
鐙
的
に
同

一
な
る
こ
と
を
明

か

に
し
て
ゐ
る
。

然
し
爾
者

の
相
違
す
る
黙
は
、

湛
然
が

一
方
で
は
唯
心

の
絶
封

性

を
主
張
し

つ
ゝ
、
他
方
で
は
心
性
本
具

の
心
的
意
味
を
全
く
除
去

し
て
理
鐙

(
7
)

と
し
て
容
襯
化
し
て
を
り
、

之

に
野
し

て
源
清
は
、

性
本
具
と

い
ふ
言
表
は
用
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ひ

て
ゐ
る
が
、
そ

の
根
抵

に
於

い
て

一
念

の
立
場

を
離

れ
て
を
ら
ず
、
常

に
之

に
關
し
て
の
み
實

相

の
妙
塵
を
明
か
に
し
よ
う

と
し
て
ゐ
る
黙
で
あ
る
。

此

の

一
念
に
就

い
て
今
少
し
く
尋
ね
て
み
よ
う
。

源
清
は
第

二
段

の

「迷
悟

法
界
縁
起
」

の
中
で
、

一
念
常
虚
寂
燈
は
無
佳
本

で
あ
る
と

云
ふ
。

そ
し
て
維

摩
経

の

「
從
二
無
佳
本

一立
一二

切
法

こ

と
い
ふ
教
旨
に
基
づ

い
て
、

十
界
は
印

ち

一
念
、

一
念
は

一
切
法
或
は
三
千
を
具
す
と

い
ふ
趣
旨
が
立
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

そ
こ
で

一
念
常
盧
寂
膿

に
は
、
念
相
と
は
別
箇

の
念
燈

と
い
ふ
概
念

が
存
す
る

の
で
は
な
く
、
言

ひ
換

へ
れ
ば
そ
れ
は
無
佳

本
で
あ

る
か
ら
、

無
佳

本
と
し
て

の

一
念
を
明
か
に
す

る
こ
と
が
源
清
に
於

い

て
重
要

な

圭
題

と

な

る
。
彼

は
無
佳

の

一
念
に
就

い
て

「
若
欲
レ
達
二
無
始
本
際

一者
、

印

一
念
是
也
、

何
者
小
般
若

云
、
過
去
心

不
可
得
、

現
在
心
不
可
得
、

未
來
心

不
可
得
、

不
可

(
8
)

得
故

無
住
本
、

無
佳
即
無
始
也
、

錐
二
不
可
得

一而

一
念
知
性
常
露
常
寂
」
と
云

ふ
。
之

に
依
れ
ば

一
念
を
明

か
に
す
る

こ
と
に
依

つ
て
無
始

の
本
際

に
達
し
得

る
が
、

一
念
は
過
現
未

の
三
際
に
就

い
て
み
る
も

不
可
得

で
あ
り
、

不
可
得

の

故

に
無
佳
本
で
あ
り
、

無
佳
は
印

ち
無
始
で
あ

る
と
云
ふ
。
,
云
ひ
換

へ
れ
ば
存

在
ー

認
識
的
に
云

へ
ば
、

一
念

の
膿
解
が
即
ち
無
始
本
際

の
到
達

で
あ
り
、

認

識

存
在
的

に
云

へ
ば
、

一
念
が
即
ち
無
始
本
際

で
あ
る
と

云
ふ
こ
と
が
出
來

る
。

源
清
が

一
念
を
知

の
働
き
、

印

ち
存

在
-
認
識
的

に
捉

へ
て
ゐ
る

こ
と
は

彼

の
特

徴
で
あ
り
、

そ

の

一
つ
の
顯

は
れ
と
し

て
、
「
十
不

二
門
」

の

「籍
レ
智

起
レ
修
」

の

一
句
を
彼

は

「
藕
レ
知

日
レ
修
」
と
,讃
み
直
す

の

で
あ

る
。

知
と
は

了
性

で
あ
り
、
「
凡
有
レ
心
構
二
知
性

鳳と

云
ひ
、

「
妙
玄
」
に
於

け

る
實

相

の
異

名
中

の
盧
知
を
墨
げ

て

「
虚
知
即
心
」
と

云
ふ
。

然
し

「
妙
玄
」
に
示
さ
れ
る

異
名

の
中
に
は
盧
知

と
い
ふ
語

は
な

く
、

恐

ら

く

「
寂
滅
塞
知
故
名
二
中
實

理

心

こ

と
云
ふ
趣
旨
を
指

し
て
ゐ
る

の
で
あ

ら

う
。

そ

こ
で

「
作
レ
善
作
レ悪

不

レ
作
二善

悪

こ

を
皆
、

知
と
名
づ
け
、

此
等

の
知

に
構

ふ
を
性

と

云

ふ
。

そ
し

て
此
の
場
合

の

「
籍
レ知

日
レ
修

」
の
知
は
、

眞
教
縁

に
因

つ
て
差
量
心知

を
示
す

所

の
眞
知

で
あ
る

と
云
ふ
。
言

ひ
換

へ
れ
ば
、

諸

法
唯
心
を
知
る
が
故

に

「籍

知

日
修

」
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

所
で
善
悪
無
記
を
作
す

は
夫

々
唯

一
知

で
あ
る

か
ら
、
遍

く
盤
量
心等

の
諸
法
を
造

る
と

い
ふ
黙

に
着

目
す
る

と
諸
法
悉
ぐ
知
と

云

へ
る
。
警

へ
ば
水
が
波

と
な
り
澄
と
な
り
波
も
澄
も
水
相
を
離
れ
得
な

い
如

く
、
諸

法
唯
心
を
知
れ
ば
無
相
を
了
し
善
悪
等

の
諸

法
が
皆
、

眞
如
相
と
名
づ

け
ら
れ
得

る
。
從

つ
て
性
知
に
甥
す
る
始
知

を
修
知

と
云
ふ
の
で
は
な
く
、

鄭

は
唯
性
知

の
み
で
あ
り
、

「性

知
印

照
」

を
修

と
名
づ

け
る
に
過

ぎ

な

い
。
そ

こ
で

「
十
不
二
門
」

の
順
逆

二
修

の
意
味
に
就

い
て
も
、

源
清
は
順
縁
を

「修

四
教
菩
提
」

と
云
ひ
、
逆
縁
を

「修

六
道

生
死
」

と
な

し
て
、
順
逆

二
修
を
生

死
浬
繋

の

一
切

に
普
遍
配
合
せ
し
め
、
人
間
存

在
に
於
け
る
総

べ
て

の
行
爲
を

修
の
一
句
に
牧
め
審
す
程
に
廣
汎
な
意
味
に
理
解
す
る
。
だ
か
ら
縦
ひ
逆
縁
即

ち
六
道

生
死

で
あ

つ
て
も
、

そ
れ
が
人
間
存

在
の
造

で
あ
り
作

で
あ
る
限
り
、

修

で
あ
り
知

で
あ
り
、

從
つ
て

一
切

の
造
作
を
心
的
方

面
よ
り
見
れ
ば

先
述
し

た
如

く

「
凡
有
レ
心
構
二知
性

一」

と
な
る
。

こ

ゝ
に
於

い
て
前
に
論
じ
た
所

の
、

一
念
が
即
ち
無
始
本
際

で
あ
り

一
念
知
性
常
塞
常
寂

で
あ
り

一
念
塵
知
性

膿
常

寂

で
あ

る
と
い
ふ
場
合
と
同
檬

の
趣
旨
と
考

へ
る

こ
と
が
出
來
る
。
印

ち

一
念

の
ま

製
が
無
垢
本
際

で
あ
り
露
知

で
あ
る
如
く
、

人
間
存
在

の

一
切

の
造

作

の

ま

」
が
修

で
あ
り
知
性

で
あ

る
と
云

へ
る
。
だ

か
ら

一
念
の
存

在

が

同

時

に

知
性

の
認
識

で
あ
り
、
造
作
或

は

「
凡
有
レ
心
者
」

の
存

在
事
態

が
即

ち

一
念

難
知

の
認
識

事
態
で
あ
る
。

右

の
様

に
翻

て
く
る
と
、
源
清

の

一
念
は
認
識
-
存
在
的
、

存
在
-
認
識
的

で
あ
り
、

實
相
と
そ

の
膿
解

と
を

一
如
に
籠
め

て

一
念
難
知
と
表
は
す
黙

に
彼

の
圭
要
な
意
圖
が
見
ら
れ
得
る
。

從

つ
て
知
禮

の
批
藕評
の
如
く
源
清
の

一
念
を

以

て
妄
心
に
樹
す

る
眞
心

と
考

へ
る

こ
と
は
、

少
く
と
も
源
清

の
立
場

か
ら
云

源
清

の

一
念
漿
知

に
關
す

る
解
繹
 
(
玉

城
)
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源
清

の

一
念
璽
知

に
關
す

る
解
繹
 
(
玉

城
)

へ
ば
當
を
得

て
ゐ
な

い
こ
と
に
な
る
。
何

と
な
れ
ば
彼
に
於

い
て
は
眞
妄

の
観

念
的
匿
別
を
未
だ
挿

入
し
得
ざ
る

一
念
そ
の
も

の
の
當
相

の

み

が

問
題

で

あ

り
、

此

の
限
り

に
於

い
て
彼

の

一
念
は
、
認
識

存
在
的
、

存
在
-

認
識

的
と

い
ふ
圭
禮
的
態
度

に
於

い
て
論
じ
ら
れ
て
を
り
、

眞
妄

の
匿
別
は
圭
謄
性
を
喪

失
し
た
巽
象
的
態
度

と
し

て
否
定
せ
ら
れ
る
如
く

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
眞
如

随

縁
に
關
す
る
彼

の
批
釧

の
中
に
よ
く
表
は
れ
て
ゐ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。
印

ち

彼

は

一
つ
の
問

ひ
を
提
示
し
、

「衆

生
は
無
始
來
、

一
念
本
性

溶
浮

の
不
畳

の

爲
に
迷

と
な
す

か
、
或
は

一
念
本
妄

の
故
に
迷
と
な
す
か
、

諸
経
論
に
從
眞
起

妄

の
読

が
述

べ
ら
れ
る
が
、

若
し
然
ら
ば
無
始
本
妄
と
は
云

へ
な

い
し
、

又
、

本
既

に
眞
な
ら
ば
眞

は
如
何
に
し
て
妄
を
起
す
か
」
と
云
ひ
、

是
に
野
す
る
答

へ
は

「
此
乃
是
佛
起

縁
之
読
、
不
レ
可
三
定
執
二
是
眞
是
妄

↓
何
者
佛
欲

」示
一藷

衆

(
9
)

生

「令
丙
其
了
乙
妄
即
眞
嗣
故

云
二
從
眞
起
妄

こ

と
云
ふ
。
即

ち

從
眞
起

妄

の
説

は
佛

の
起
縁
之
読

で
あ

つ
て
衆
生
を
し
て
妄
印
眞

を
了
せ
し
め
る
爲

の
方
便
に

過
ぎ
な

い
、
從
つ
て
是
眞
是
妄
と
し
て
執
す

べ
か
ら
ず

と
読
く

の
で
お

る
。
右

の
問
ひ

の
中

の

一
妄

本
清
澤
は
是
眞
で
あ
り
、

一
念

本
妄

は
是
妄

で
あ

る
と
解

せ
ら
れ
る
か
ら
、
源
清
自
身

の
襯
貼

か
ら

云

へ
ば
既

に
右

の
問

ひ
自
豊

の
成
り

立
ち
得
な

い
こ
と
を
読
破
し

て
ゐ
る
。
此

の
檬
な
立
場

に
於

い
て
は
知
禮

の
解

繹

の
如
く
、
源
清

の
」
念
を
以
て
妄
心
に

封
す
る
眞

心
と
見
倣
す

こ
と
は
、

到

底
源
清

の
承
認
し
得
る
所
で
は
な

い
。
爾
者

の
間

に
は
、

源
清

の

一
念
に
關
し

て
彼

が
圭
膿
的
に
之
を
把
捉
し
よ
う

と
す
る
努
力
と
、

知
禮
が
之
を
封
象

的
に

解
羅

し
よ
う

と
す
る
立
場
と

の
相
違
が
明
瞭
に
浮

き
出
て
ゐ
る
。

か
く
し
て
源
清
が

一
念
を
以
て
、
員
妄

の
野
象

的
匝
別
に
關
は
ら
な

い
、
實

相

と
膿
解
と
を

一
如

に
於

い
て
捉

へ
よ
う
と
す

る
主
膿

的
態
度
は
寧
ろ
智

顕
に

類
似

し
て
を
り
、

具

つ

一
念

の
露
知
的
方
面
も

亦
智
顎

の
把

え
方

の
中
に
見
出

さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

此
の
鮎

に
就

い
て
は
此
慮

に
論
ず
る
蝕

地
は
な

い

(
10
)

が
、

知
顎

の
種

々
の
講
述

の
中

か
ら
之
を
槍
討
し
て
み
る
こ
と
が
出
來

る
。

1

「
指
要
鉛
」
(
四
六

7
0
8
C
-
7
1
0
A
)
。

2

「
妙
玄
」

(
三
三

・
6
8
5
C
)

此

の
部
分
は
源
清

の

一
念

の
理
解

と
著

し

く
近
似
し
て
お
り
、

又
そ

の
知
的
方

面
に
於

い
て
竜
源
清
と
智

頻
と
が
同

じ
關
聯

に
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

因
み
に
此
の
箇
所

に

關

し

て

は
、

「
妙
玄
」
自
艦
と
湛

然

の

「
繹

籔
」

と

の
立
場

の
相
違
し

て
ゐ
る

こ
と
も

智
ら
れ

る
。

3

「
一不
珠
指
」
(
卍

二

・
五

・
一
、
五
四
右
下
)
。

4

「
同
右
」

(
卍
二

・
五

・
一
、

五
四
右
下
、
五
五
左
下
-

五
五
右
上
、
六

四
右
下
)
。

5

「
大
意
」

(
四
六

・
4
6
0
A
)

此
の
箇
所

で
三
界
唯

心
と
三
法
無
差

別

の

二
つ
の
纏
文

を
連

結
し
て
ゐ
る
湛
然

の
推
論
は
唯

心
か
ら
理
具

へ
の
推
移

を
表

示
し
て
ゐ
る
。

6

「
金
剛
鋒
」

(
四
六

・
7
8
2
C
)
、

善
月

「
金
剛
鋒
論
義
解
」
(
卍

二
・

五

・
四
、

二
九
二
右
上
」
参
照
。

7

5
、

6
の
外
、

「
輔
行
」
(
四
六

・
2
8
9A
,
C
,
2
9
0
A
,
2
9
3
A
,
2
9
7
A
)

「
繹
籔
」
(
三
三

・
9
0
1
B
)
「
金
剛
鋒
」

(
四
六

・
7
８
5
B
)
「
十

不
二
門
」

(
四
六

・
70
3
C
,
7
0
4A
)
「
止
観
義
例
」
(
四
六

・
4
5
1
B
,4
5
2
B
)
等
を

参
照
。

8

「
示
珠
指
」
(
卍

二

・
五

・
一
、
五
六
左
下
-

右
上
)
。

9

「
同
右
」
(
卍

二

・
五

・
一
、
五
六
右
下
)
。

10

「
妙
玄
」
(
三

三

.
7
83
B
)
實

相

の
異
名

中
、
眞
善
妙
色
、

佛
牲
、

中

 

實

理
心
等
に
就

い
て

の
解
経
 
、「
四
念
虎
」
(
四
六
・
5
78
A
-

C
)
「
妙
玄
」

(
三
三

・
6
85
C
)

2
参
照
。
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